


1　 研究の成果　　(1000字 程度)

【研究の目的】

　本研究では，カルボン酸とアミンの酸塩基相互作用に

よって自己集合化する超分子カラムナー液晶を調製し，

カルボン酸分子を重合して規則的構造を固定すること

で，認識場や反応場として利用 可能な空孔材料を合成

することを目的としている.特 に，コンポーネントとしてキ

ラルなアミンを用いることで，カラムナー液晶中に超分子

キラリティ(らせん構造)が誘起され，不斉認識能を有する

材料が得られると考えている。

【研究内容】.

　重合官能基を有するカルボン酸1を 合成し，各種アミノアルコール

(2-11)との塩を調製したところ，4との塩(1・4)はカラムナーヘキサゴナル

相を，9との塩(1・9)はカラムナーレクタングラー相を示した。また，これら

2種の塩を真空中で封入し，γ線を照射してラジカル重合を行なうことで，

カラム状構造を保持した架橋高分子を得た。

　1・9の重合により得られたポリマーの分子認識能を評価するために，ポ

リマー粉末をゲスト分子の溶液 中に浸すことで，固液平衡による鋳型分子

と外部ゲストとの交換反応を行った。その結果，鋳型の構造が高分子中に

記憶されており，サイズ・官能基位置・キラリティなどが鋳型とより近い構造

を持つゲストほど効率よく包接されることが明らかとなった。この結果から，

ポリマー中にはゲストの構造と相補的な空孔が形成されていることが分かった。また，包接の際には，ア

ミノアルコールの芳香環およびアミノ基が空孔と相互作用することが重要であると考えられる。

また，さらに高い認識能を達成するために，カルボン酸ユニットの構造最適化を行なった。前述の1で

はカラム状液晶を与えるアミンの種類が限られているので，より多くの組み合わせでカラム状液晶を得る

ことを目的として，各々のコンポーネントの組み合わせが液晶槽造に与える影響を明らかにすることにし

た。カルボン酸(12-15)を 合 成し，アミノアルコー ル(2-11)と の

塩を調製したところ，15が ほとんどの組み合わせ でカラムナー

液晶相を示した。特に，レクタングラー カラムナー 相および オブ

リークカラムナー相では ，超 分子構造 由来のCDシ グナルを観

測したことから，これらの液 晶中では，水 素結合 を介してアミン

のキラリティが 系全体 に伝播し，超 分子らせ ん構造が 誘起され

ていることが明らかになった。






